
１．背景と目的

少子高齢化が問題となる中、高齢者の単独世帯や共働

き世帯の増加、生涯未婚率の上昇により、少人数世帯は

増加していくと考えられる。従来の社会インフラとして

の同居家族に頼った暮らしがベースとなった社会では、

見守りや子育て、日常生活支援など、世帯人員の減少に

伴い発生する問題が重要な社会課題となっている。解決

策として、公共・民間によるサービスが整備されつつあ

るが、相互扶助が必要な状況が続いており、利点の多い

多世帯居住は注目すべき居住形態である。

多世帯が集まって暮らす際、協力しあえるメリットが

ある一方、世帯内での役割が増すことによるストレスが

生じるなどのデメリットがある。世代間の違いを認め、

適度に自立しながら共存するため、環境整備が必要であ

る 1)。著者らは、多世帯で暮らすことに起因するストレ

スは、空間の共用度といった住まいのプランニングによ

り、低減させうると考えている。同居のメリットを最大

限享受し、デメリットを最小限にできる住まいに向けた

 

設計や空間提案を行うためには、同居する世帯どうしが

暮らしを一緒にする程度を把握することが重要だと考え

られる。著者らは、暮らしを一緒にする程度は、交流や

生活支援などの生活的要素、空間の共用度などの物理的

要素に加え、気遣いの程度や一体感などの心理的要素に

より構成されると考えている。これらの要素からなる暮

らしを一緒にする程度を本稿では「距離感」と定義し、

着目する。

多世帯居住で最も高い割合を占める親子同居について

は、社会学や建築の観点から研究が行われている。親世

帯が子世帯夫側の親か子世帯妻側の親かによる、親子の

関係性や生活サポートの内容を比較したもの 2‐4)、子世

帯の夫婦就業形態による親子の生活の違いやサポート内

容に着目したもの 5)、子育て期の親世帯と子世帯の関係

性や孫の成長に着目したもの 6)、親世帯逝去後の空き空

間の活用方法に着目したもの 7)、二世帯同居の住宅の平

面構成や動線に着目したもの 8)‐10)などである。これらを、

親世帯と子世帯の距離感という視点でみると、家庭内で

二世帯同居家族における暮らしの実態と意識に関する調査
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のᶒጾ 4)やプライࢩࣂーព㆑ 8)などの心理的要素、ኤ㣗

や‽備の共同 2)3)4)や育ඣ協力 3)5)、交流㢖度や内容 5)など

の生活的要素、共用空間の✀㢮や㔞 8)、ಶ人空間のニー

ࢬ 2)といった物理的要素が着目されていることがわかる。 
これらの᪤ 研究では、同居家族の続᯶や孫の᭷↓に

より発生するメリットや問題点、住まいのᅾり方が♧さ

れたが、子世帯や親世帯のライフスࢸーࢪを⤠ったもの

が多く、ライフスࢸーࡈࢪとの親世帯と子世帯の距離感

の考ᐹまでは⮳っていない。 
本稿の目的は、子世帯のライフスࢸーࡈࢪとの、親世

帯側、子世帯側ࡑれࡒれからみた距離感を定㔞的に把握

し、二世帯同居している親世帯と子世帯の生活ᐇ態やព

㆑のᕪを把握することである。ࡑれは、世帯間の適ษな

距離感をᐇ⌧する住まいにおいて㓄៖が必要な点を᫂ら

かにするためのᇶ♏的な▱見になると考えられる。 
 

㸰．調査᪉ἲ 
親世帯や子世帯と同居する඲ᅜの二世帯同居家族をᑐ

㇟に、暮らしのᐇ態とព㆑に関するアンケート調査をᐇ

᪋した。親子同居を子世帯の家族形態で分㢮し、親世帯、

子世帯ࡑれࡒれのᅇ⟅者に分けて比較するため、サンプ

ࣝ数が☜ಖしやすいインࢱーࢿット調査を᥇用した。 
 
 

㸰－１．調査ᴫせ 
・調査方法：インࢸーࢪᰴᘧ会社アンケートࣝࢿࣃを活

用したインࢱーࢿットアンケート調査 
・調査ᑐ㇟：多世帯で同居しており、同居世帯と一定௨

上の交流（᭶に 2㹼3 ᅇ௨上㢦を合わせるᶵ会）のある

඲ᅜの⏨ዪ（N=1263）。 
・調査内容：ᒓ性、住居形態、同居をጞめた⤒⦋・理⏤、

同居の暮らしの見㏻し、同居世帯との交流のᐇ態と理

᝿形、同居の暮らしのホ౯、௓ㆤ・受け⥅ࡂのព向、

ᅇ⟅者とᅇ⟅者の㓄അ者の性᱁、౯್観（計 40 問） 
・調査期間：2019 ᖺ 12 ᭶ 25 日㹼2019 ᖺ 12 ᭶ 27 日 
 
㸰－㸰．調査ᑐ㇟ᢳฟにおける␃意஦㡯 

3 ୓ྡをᑐ㇟にスࢡリーニングをᐇ᪋し、ᑐ㇟者᮲௳

にᙜてはまるᅇ⟅者をᢳฟした。 
子世帯のライフスࢸーࢪによる親世帯と子世帯の関係

性の違いを比較するため、子世帯の家族形態ูにサンプ

ࣝ数を割௜けた。༑分なᅇ཰数がᚓられなかったࣝࢭに

ついては、子世帯の家族形態を㍈として、親世帯と同居

する子世帯（௨ୗ、子世帯）と子世帯と同居する親世帯

（௨ୗ、親世帯）を㊊したᅇ཰数が 200 に近࡙くよう㑅

定し、アンケートをᅇ཰した。ヲ⣽な割௜けとᅇ཰数を

⾲ 1 に♧す。 
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同居する親子世帯について距離感を分ᯒする際、最も

ᮃましいのは、親子世帯単఩で調査し、ࡑの親世帯と子

世帯のᅇ⟅を比較することであるが、ࡑのような大つᶍ

調査は㞴しい。まࡎは本調査で、子世帯の家族形態によ

って割௜けた親世帯と子世帯ࡑれࡒれのᅇ⟅を比較する

ことにより、子世帯のライフスࢸーࢪによる親世帯と子

世帯の距離感のኚ化について、௒後の研究の一助とする。 
௨㝆の考ᐹは、親世帯と子世帯が同じくらいのᖺ齢の

TOTAL 㻞㻜ṓ未‶ 㻞㻜㻙㻞㻠ṓ 㻞㻡㻙㻞㻥ṓ 㻟㻜㻙㻟㻠ṓ 㻟㻡㻙㻟㻥ṓ 㻠㻜㻙㻠㻠ṓ 㻠㻡㻙㻠㻥ṓ 㻡㻜㻙㻡㻠ṓ 㻡㻡㻙㻡㻥ṓ 㻢㻜㻙㻢㻠ṓ 㻢㻡㻙㻢㻥ṓ 㻣㻜㻙㻣㻠ṓ 㻣㻡ṓ以ୖ ᖹᆒᖺ㱋

1263 0 2 3 14 54 56 84 112 110 111 117 0 0
100.0 0.0 0.3 0.5 2.1 8.1 8.4 12.7 16.9 16.6 16.7 17.6 0.0 0.0

子世帯のᐙ族ᙧែ

108 0 2 2 12 42 24 20 3 1 2 0 0 0
100.0 0.0 1.9 1.9 11.1 38.9 22.2 18.5 2.8 0.9 1.9 0.0 0.0 0.0
106 0 0 1 2 11 24 29 27 9 2 1 0 0

100.0 0.0 0.0 0.9 1.9 10.4 22.6 27.4 25.5 8.5 1.9 0.9 0.0 0.0
211 0 0 0 0 1 7 30 70 60 33 10 0 0

100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.5 3.3 14.2 33.2 28.4 15.6 4.7 0.0 0.0
子世帯のᐙ族ᙧែ

107 0 0 0 0 0 1 4 11 25 35 31 0 0
100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.9 3.7 10.3 23.4 32.7 29.0 0.0 0.0
109 0 0 0 0 0 0 0 1 11 35 62 0 0

100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.9 10.1 32.1 56.9 0.0 0.0
22 0 0 0 0 0 0 1 0 4 4 13 0 0

100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 4.5 0.0 18.2 18.2 59.1 0.0 0.0

ซ౛： 　඲య㻗㻝㻡㻼㼠以ୖ 　඲య㻗㻝㻜㻼㼠以ୖ 　඲య㻗㻡㻼㼠以ୖ 　඲య㻙㻡㻼㼠以ୗ 　඲య㻙㻝㻜㻼㼠以ୗ
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TOTAL 㻠㻜㼙㻞未‶

（⣙㻝㻞ᆤ未‶）

40

～㻡㻜㼙㻞未‶
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90

～㻝㻜㻜㼙㻞未‶

（⣙㻞㻣～㻟㻜ᆤ）

100

～㻝㻞㻜㼙㻞未‶

（⣙㻟㻜～㻟㻢ᆤ）

120

～㻝㻡㻜㼙㻞未‶

（⣙㻟㻢～㻠㻡ᆤ）

150

～㻞㻜㻜㼙㻞未‶

（⣙㻠㻡～㻢㻜ᆤ）

㻞㻜㻜㼙㻞以ୖ

（⣙㻢㻜ᆤ以ୖ）

䜟から䛺䛔 ຍ㔜ᖹᆒ

（䟝）

663 2 11 9 21 21 22 44 63 77 124 84 185
100.0 0.3 1.7 1.4 3.2 3.2 3.3 6.6 9.5 11.6 18.7 12.7 27.9

子世帯のᐙ族ᙧែ

108 0 3 3 7 3 1 3 9 10 13 11 45
100.0 0.0 2.8 2.8 6.5 2.8 0.9 2.8 8.3 9.3 12.0 10.2 41.7
106 1 2 4 1 5 1 5 7 10 19 6 45

100.0 0.9 1.9 3.8 0.9 4.7 0.9 4.7 6.6 9.4 17.9 5.7 42.5
211 1 4 1 7 2 5 13 20 23 44 31 60

100.0 0.5 1.9 0.5 3.3 0.9 2.4 6.2 9.5 10.9 20.9 14.7 28.4
子世帯のᐙ族ᙧែ

107 0 2 1 4 4 3 11 8 13 30 15 16
100.0 0.0 1.9 0.9 3.7 3.7 2.8 10.3 7.5 12.1 28.0 14.0 15.0
109 0 0 0 2 6 11 9 15 19 17 18 12

100.0 0.0 0.0 0.0 1.8 5.5 10.1 8.3 13.8 17.4 15.6 16.5 11.0
22 0 0 0 0 1 1 3 4 2 1 3 7

100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 4.5 4.5 13.6 18.2 9.1 4.5 13.6 31.8
583 2 9 9 11 10 9 43 58 73 123 83 153

100.0 0.3 1.5 1.5 1.9 1.7 1.5 7.4 9.9 12.5 21.1 14.2 26.2
28 0 0 0 6 6 8 1 1 2 0 0 4

100.0 0.0 0.0 0.0 21.4 21.4 28.6 3.6 3.6 7.1 0.0 0.0 14.3
22 0 0 0 1 1 4 0 1 0 1 0 14

100.0 0.0 0.0 0.0 4.5 4.5 18.2 0.0 4.5 0.0 4.5 0.0 63.6
22 0 2 0 3 4 1 0 2 1 0 0 9

100.0 0.0 9.1 0.0 13.6 18.2 4.5 0.0 9.1 4.5 0.0 0.0 40.9
8 0 0 0 0 0 0 0 1 1 0 1 5

100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 12.5 12.5 0.0 12.5 62.5
430 2 7 5 19 15 15 34 46 52 73 39 123

100.0 0.5 1.6 1.2 4.4 3.5 3.5 7.9 10.7 12.1 17.0 9.1 28.6
172 0 3 3 0 5 3 9 13 22 37 31 46

100.0 0.0 1.7 1.7 0.0 2.9 1.7 5.2 7.6 12.8 21.5 18.0 26.7
61 0 1 1 2 1 4 1 4 3 14 14 16

100.0 0.0 1.6 1.6 3.3 1.6 6.6 1.6 6.6 4.9 23.0 23.0 26.2

ซ౛： 　඲య㻗㻝㻡㻼㼠以ୖ 　඲య㻗㻝㻜㻼㼠以ୖ 　඲య㻗㻡㻼㼠以ୖ 　඲య㻙㻡㻼㼠以ୗ 　඲య㻙㻝㻜㻼㼠以ୗ
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⾲ 5．ᘏᗋ㠃✚のศᕸとຍ㔜ᖹᆒ್ 

⾲ 3．子世帯の家族ᙧ態࠶࡛࣮࣑ࣜ࢓ࣇࡀる親子同居世帯の

居住ᆅᇦのศᕸ 

N 䠂 N 䠂
඲ᅜ 2196880 100.0 663 100.0
໭ᾏ㐨 48243 2.2 22 3.3
ᮾ໭ᆅ᪉ 311525 14.2 79 11.9
㛵ᮾᆅ᪉ 524530 23.9 219 33.0
୰㒊ᆅ᪉ 595905 27.1 139 21.0
㏆␥ᆅ᪉ 298601 13.6 77 11.6
୰ᅜᆅ᪉ 139204 6.3 46 6.9
ᅄᅜᆅ᪉ 64742 2.9 30 4.5
஑ᕞᆅ᪉ 214130 9.7 51 7.7

㻞㻜㻝㻡ᖺᗘᅜໃㄪᰝ 本ㄪᰝ

※㻞㻜㻝㻡ᖺᗘᅜໃㄪᰝにおける子世帯のᐙ族ᙧែ䛜ファミリー䛷䛒る親子同居世帯は䚸

　䛂親族の䜏世帯䛃ෆの 䛂᰾ᐙ族以外の世帯䛃ෆ䚸䛂（㻣） 夫婦䠈子౪と୧親から成る世帯䛃

　䛂（㻤） 夫婦䠈子౪と䜂と䜚親から成る世帯䛃䛂（㻝㻞）夫婦䠈子౪䠈親と௚の親族から成る世帯䛃から⟬ฟ

⾲ 4．住居ᙧ態のศᕸ 

TOTAL ᣢᐙ䠋

୍ᡞᘓ䛶

ᣢᐙ䠋

㞟ྜఫᏯ

㈤㈚䠋

୍ᡞᘓ䛶

㈤㈚䠋

㞟ྜఫᏯ

䛭の௚

663 583 28 22 22 8
100.0 87.9 4.2 3.3 3.3 1.2

子世帯のᐙ族ᙧែ

108 95 4 5 2 2
100.0 88.0 3.7 4.6 1.9 1.9
106 93 3 4 5 1

100.0 87.7 2.8 3.8 4.7 0.9
211 195 3 4 6 3

100.0 92.4 1.4 1.9 2.8 1.4
子世帯のᐙ族ᙧែ

107 93 8 3 3 0
100.0 86.9 7.5 2.8 2.8 0.0
109 88 9 5 5 2

100.0 80.7 8.3 4.6 4.6 1.8
22 19 1 1 1 0
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孫・子と同居しており、子世帯のライフスࢸーࢪが᫂☜

である、子世帯の家族形態がフ࣑࢓リーの世帯（子世帯、

親世帯ࡑれࡒれの、フ࣑࢓リー（未就学）、フ࣑࢓リー（小

中高）、フ࣑࢓リー（大学生,社会人）を㊊して N=663）
をᑐ㇟に分ᯒを行う。  
 

㸱．ᅇ⟅⪅ᒓᛶ 
 ᅇ⟅者のᖺ齢でみると、ᮎ子ᖺ齢に合わせて平ᆒᖺ齢

も分ᕸも、高齢側࡬᥎⛣するഴ向がある（⾲ 2）。 
居住ᆅでみると、関ᮾᆅ方が最多で⣙ 3 割、ḟいで中

㒊ᆅ方が⣙ 2 割である。2015 ᖺ度のᅜໃ調査⤖ᯝの親

子同居世帯のᆅᇦ居住の分ᕸと比較すると、本調査ᅇ⟅

者は関ᮾᆅ方で多く、中㒊ᆅ方で少ないが、௚࢚リアで

は分ᕸにᕪはない（⾲ 3）。 
住居形態でみると、「ᣢ家㸭一ᡞ建て」が最も多く 8

割を㉸えている（⾲ 4）。 
ᘏᗋ面積を加重平ᆒでみると、඲体では 137.8 ੍であ

る。子世帯は「わからない」と把握していない割合が⣙

4 割である。孫のᮎ子ᖺ齢ูにみてもഴ向は≉に見られ

ない。住居形態ูにみると、ᣢ家㸭一ᡞ建てが最もᗈく

加重平ᆒで 143.4 ੍、集合住宅や㈤㈚は 100 ੍よりも⊃

い。住まいの分離度注 1)ูでみると、分離度が高い࡯どᘏ

ᗋ面積がᗈいഴ向があった（⾲ 5）。 
 

㸲．同居する親世帯と子世帯の距離感  
 ここでは、同居する親世帯と子世帯の距離感を♧၀す

るものとして、心理的要素は気遣いの程度、生活的要素

は一緒に㐣ࡈす᫬間の割合や生活行Ⅽの共同度、物理的

要素は住まいの分離度に着目する。ࡑして、ࡑれらの⌧

状を、子世帯・親世帯ู、およࡧ、ライフスࢸーูࢪに

♧す。 
 
㸲－１．Ẽ㐵いの⛬ᗘ 
 同居世帯にᑐする気遣いの程度（ᅗ 1）について、「気

を遣う」「やや気を遣う」とᅇ⟅する割合は、フ࣑࢓リー

（未就学）では親世帯、子世帯共に⣙ 5 割である。子世

帯はᮎ子が小学生௨上になってもᅇ⟅割合は⣙ 5割のま

まだが、親世帯はᮎ子が小学生௨上になると 4 割๓後と

減少しており、子世帯のᮎ子が小学生௨上になると、子

世帯の方が気遣いの程度が高く、親世帯とᕪが生まれる。 
同居世帯に気を遣うࢱイ࣑ング（ᅗ 2）は、࡯とࢇど

の㡯目で親世帯より子世帯の方がᅇ⟅割合が高く、≉に

子世帯_フ࣑࢓リー（ᮎ子：未就学）では「子が㦁ࡄとき」 
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ᅗ 1．子世帯のᮎ子ᖺ㱋ูࠊ同居世帯にᑐするẼ㐵いの⛬ᗘ 
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ᅗ 2．子世帯のᮎ子ᖺ㱋ูにࠊࡓࡳ 

同居世帯にẼࢆ㐵ࢢ࣑ࣥ࢖ࢱ࠺ 

住宅系研究報告会論文集 15　日本建築学会　2020.12

－ 26 －



「来ᐈがあるとき」「自分の世帯だけでᐶࡂたいとき」

「自分の世帯だけでฟかけるとき」「㐜くᖐ宅するとき」

「家஦をするとき（分ᢸなど）」で、親世帯_フ࣑࢓リー

（ᮎ子：未就学）より 10Pt ௨上高く、ᖜᗈいሙ面で気

を遣っているᵝ子がうかがえる。子世帯をᑐ㇟にᮎ子ᖺ

齢ูにみると、子世帯_フ࣑࢓リー（ᮎ子：小中高）では

「㐜くᖐ宅する᫬」「子が㦁ࡄとき」、子世帯_フ࣑࢓リー

（ᮎ子：大学生,社会人）では「自分の世帯だけでฟかけ

るとき」のᅇ⟅割合が௚のᮎ子ᖺ齢よりも高くなってお

り、ᮎ子ᖺ齢が高くなると、生活リ࣒ࢬの違いに関する

㓄៖が大きくなる。 
 親世帯が子世帯よりもᅇ⟅割合が高かったのは「同居

世帯側の࢚リアにධるとき」、ᮎ子ᖺ齢ูでは親世帯_フ
リー（ᮎ子：大学生,社会人）で「来ᐈがあるとき」࣑࢓

「けࢇかするとき」である。一緒にいる᫬間や、同居世

帯のプライࢩࣂー、ᑐእ的ᑐᛂに関する気遣いが見られ

た。 
子世帯は、ᮎ子ᖺ齢が低いうࡕは子どもに関する内容

で、ᮎ子ᖺ齢が上がりእฟᶵ会が増えると、እฟなどの

家を離れる際に気を遣っている。親世帯は一緒にいる᫬

間に関する気遣いを中心としており、互いに気を遣うࢱ

イ࣑ングが␗なっている。親世帯よりも、子世帯の方が

多くの㡯目で気を遣っていることから、親世帯と子世帯

が独立して暮らせる㓄៖の必要性が感じられた。 
子世帯のᮎ子ᖺ齢が上がる࡯ど、子世帯の方が親世帯

よりも気遣いの程度が高く、ᕪが生まれる。親世帯の気

遣いが一方的に減少しているᵝ子がうかがえる。気遣い

のᕪによる⾪✺が生じないよう、親世帯と子世帯が互い

に気遣い合えるような空間的㓄៖が必要だࢁう。 
 また、子世帯のᮎ子ᖺ齢によって気を遣う内容がኚ化

していることから、ᖺ᭶の⤒㐣とともにධ居᫬から同居

人数や家族形態が大きくኚわっていくことが᝿定される

二世帯同居において、家族形態のኚ化にᑐᛂできる住ま

いの㓄៖の重要性が♧၀された。 
 
㸲－㸰．୍⥴に㐣ࡈす᫬㛫の๭ྜࡸ⏕ά⾜Ⅽのඹ同ᗘ 
 同居世帯とどの程度一緒に㐣ࡈしているかの⌧状と理

᝿（ᅗ 3）をみると、⌧状は、「いつも一緒にいる」「一

緒とูࠎが 7：3 くらい」と一緒にいる程度が高い人が

子世帯で⣙ 4 割、親世帯で⣙༙数である。理᝿で同ᵝの

ᅇ⟅をする人は子世帯で⣙ 2割、親世帯で⣙ 3割であり、

⌧状の同居の暮らしは、理᝿よりも一緒の᫬間が多くな

っていることが分かる。 
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ᅗ 3．子世帯のᮎ子ᖺ㱋ูࠊ 
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ᅗ 4．子世帯のᮎ子ᖺ㱋ู 
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一緒に㐣ࡈす᫬間の理᝿について、子世帯と親世帯で比

較すると、フ࣑࢓リー（ᮎ子：未就学）௨እは、「いつも

一緒にいる」とᅇ⟅する割合が、子世帯よりも親世帯で

10Pt ௨上高い。子世帯のᮎ子ᖺ齢が小学生௨上の世帯で

は、一緒に㐣ࡈす᫬間の理᝿は親世帯の方が一緒の程度

が高く、子世帯とࣕࢠップが見られる。 
 同居世帯と一緒にいるときにしていること（ᅗ 4）に

ついてみると、「㣗஦をする」「ࢸレビやᫎ⏬を見る」が

多く༙数を㉸えており、ᮎ子ᖺ齢が低い࡯ど一緒にして

いる割合が高い。また、ᮎ子未就学では「子どもと㐟ࡪ」

「子どもの世ヰをする」のᅇ⟅が≉に高く⣙ 5 割、ᮎ子

小中高で⣙ 2 割、ᮎ子大学生,社会人で 1 割に‶たないな

ど、子どもの成長によって一緒にいるときに一緒にする

ことが減少している。親世帯と子世帯は㣗஦や孫を中心

として交流していると考えられる。 
親世帯と子世帯は孫を中心に交流しており、孫の成長

とともに孫の生活がᛁしくなりᅾ宅᫬間が▷くなると、

一緒にいたいと互いにᛮう᫬間が▷くなると考えられる。

フ࣑࢓リー（ᮎ子：大学生,社会人）のように、家族構成

が大人のみになるとࡑれࡒれの生活の独立性を高められ

る空間をồめる気ᣢࡕが高まると᥎ᐹされる。 
 

㸲－㸱．住まいのศ離ᗘ 
 ⌧ᅾの住まいの分離度（ᅗ 5）をみると、඲体では、

「᏶඲共用注 1)」が最も多く⣙ 6 割、「㒊分共用注 1)」が⣙

3 割、「᏶඲分離注 1)」が⣙ 1 割と続く。子世帯よりも親

世帯の方が「᏶඲共用」の割合が 10Pt 程度高くなって

いる。ᮎ子ᖺ齢による大きなᕪは見られࡎ、どの家族形

態でも᏶඲共用を中心とした住まいとなっている。 
 ⌧ᅾ同居している世帯との理᝿的な住まい方（ᅗ 6）
についてみると、フ࣑࢓リー（ᮎ子：未就学）は子世帯

も親世帯も「㞄居」のᅇ⟅割合が高く⣙ 2 割である。Ჷ

を分ける「㞄居」は、行き来の容᫆性をಖࡕつつ住まい

を分けられる方法として認㆑されているྍ⬟性がある。

子世帯は、ᮎ子ᖺ齢が上がる࡯ど同居ព向が高くなるが、

「同居（᏶඲共用）」「同居（㒊分共用）」「同居（᏶඲分

離）」ࡑれࡒれのᅇ⟅割合の増加は⦆やかである。親世帯

は、ᮎ子ᖺ齢が上がる࡯ど「同居（᏶඲共用）」を㑅ᢥす

る割合が高くなり、子世帯に比べて分離度の低い同居を

ᕼᮃする割合が高いため、親世帯と子世帯でᕪがᗈがる

ഴ向が見られた。 
 住まいの分離度ูにみると、⌧ᅾの分離度を理᝿とす

る割合は、᏶඲共用で⣙ 2 割、㒊分共用、᏶඲分離でࡑ 
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れࡒれ 4 割程度である。᏶඲共用、㒊分共用では、⌧状

よりも㐲い距離での住まい方をᕼᮃしているものの、ど

の分離度においても同居ព向が 6 割程度見られた。 
 同居世帯との理᝿の分離度の理⏤を分ᯒすると（⾲ 6） 
同居を㑅ᢥする人は、サポートの容᫆性やメリットを感

じている一方で、᏶඲共用ではプライࢩࣂーの☜ಖや世

帯ࡈとの᫬間సりなど、ᐦ着しすࡂる状況に୙‶を感じ

ていることが分かる。㞄居、近居、㐲居を㑅ᢥする人は、

互いの生活が見えない所に㨩力を感じており、ูᲷにな

ることで生活の自⏤度が上がるように感じているとᛮわ

れる。 
 サポートや見守りの観点から同居のメリットを高くホ

౯する一方、同居による自⏤度の減少が課題である。生

活空間を共用しすࡂると、生活行Ⅽまで一緒になってし

まい、互いの౯್観のࡪつかり合い、ᖸ΅や୙‶のཎ因

になりうる。心理的・生活的要素を཯ᫎしたプランニン

グにおける㓄៖が必要であることが♧၀された。 
 
㸳．まとࡵ 
 本稿では、同居する親世帯と子世帯の距離感を構成す

る心理的、生活的、物理的要素を♧၀するものとして、

心理的要素は気遣いの程度、生活的要素は家஦・生活行

Ⅽの共同度、物理的要素は住まいの分離度に着目し、⌧

状や理᝿について考ᐹを行った。 
 気遣いの程度でみると、ᮎ子ᖺ齢が未就学のሙ合は、

親世帯も子世帯も同程度であるが、孫のᮎ子ᖺ齢が上が 

 
る࡯ど親世帯の気遣いの程度が減り、親世帯と子世帯ࡑ

れࡒれの気遣いの程度にᕪが見られる。 
 生活行Ⅽの共同度では、親世帯と子世帯で理᝿にࣕࢠ

ップがあり、親世帯の方が共同度の高い状態をᮃࢇでい

る。また、孫を㏻したつながりが୺であり、孫のᅾ宅᫬

間の減少と共に、共同度は低ୗしていくと᥎ᐹされる。 
 住まいの分離度では、⌧状の分離度は孫のᮎ子ᖺ齢に

よる違いが見られない。しかし、子世帯のライフスࢸー

、により気遣いの程度や生活の共同度がኚ化するためࢪ

⌧状の住まいは子世帯のライフスࢸーࡈࢪとの住要ồの

ኚ化にᑐᛂしきれていないྍ⬟性があると᥎ᐹされる。

にも関わらࡎ、親世帯の方が子世帯よりも住まいの分離

度の低い状況をᮃࡴഴ向にあり、孫の成長と共に親世帯

と子世帯でᕪがᗈがるഴ向が見られた。住まいの分離度

が低いと、サポートの容᫆性やメリットがある一方、プ

ライࢩࣂーの☜ಖや世帯ࡈとの᫬間సりなど、ᐦ着しす

 。る状況に୙‶を感じているとᛮわれるࡂ
 ௨上の▱見を㋃まえて、世帯間の適ษな距離感のᐇ⌧

に向けた住まいの設計᫬の㓄៖が必要な点を௨ୗに♧す。 
 子世帯のライフスࢸーࢪによって、一緒に㐣ࡈしたい

᫬間の長さ、ᖸ΅と感じる程度やዲましい住まいの分離

度が␗なることが分かった。相互サポートの必要性や世

帯ࡈとに独立した生活を㏦りたいニーࢬなどが親世帯と

子世帯の距離感を構成するため、子世帯の家族の成長に

合わせて、住まいの分離度を高めていく必要があると考

えられる。親世帯は生活行Ⅽの共同度を高くಖࡕたいと
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௒の䜎䜎䛷༑分 11 もともと୍⥴にఫ䜣䛷䛔るの䛷䚹 ᏶඲ඹ⏝ 親世帯 大学生㻘社会人 女性 㻢㻡㻙㻢㻥ṓ

ຠ⋡性䞉⤒῭性 11 ⤒῭ⓗにおᚓ ᏶඲ඹ⏝ 親世帯 小୰高 女性 㻡㻡㻙㻡㻥ṓ

ຠ⋡性䞉⤒῭性 23 ↓㥏䜢┬ける ᏶඲ඹ⏝ 子世帯 未就学 男性 㻠㻡㻙㻠㻥ṓ

㢦䛜ぢ䜜る䞉೺ᗣ≧ែ䛜䜟かる

14

䛒る⛬ᗘはプ䝷䜲䝞シー䛜Ᏺら䜜䛴䛴䚸᪥ᖖⓗにᏑᅾ䛜☜ㄆ䛷
䛝るの䛜䚸䛣のくら䛔と⪃䛘䛯

᏶඲ඹ⏝ 子世帯 未就学 男性 㻠㻜㻙㻠㻠ṓ

子⫱䛶䝃䝫ー䝖 12 ⤒῭ⓗ䛰䛧䚸子⫱䛶もᡭఏ䛘るから ᏶඲ඹ⏝ 親世帯 小୰高 女性 㻢㻡㻙㻢㻥ṓ

Ẽ䜢㐵䜟䛺䛔 11 䛩䜉䛶ඹ⏝䛰とẼ䜢౑䛖から ᏶඲ඹ⏝ 子世帯 未就学 女性 㻟㻡㻙㻟㻥ṓ

ຓけྜ䛘る 11 お஫䛔にఱ஦もຓけ䛒䛳䛶生ά䛧䛶居るの䛷䚹 㒊分ඹ⏝ 親世帯 小୰高 女性 㻢㻡㻙㻢㻥ṓ

世帯ẖの᫬㛫䞉✵㛫䛜ᚲせ 11 䛭䜜䛮䜜䛜独⮬にᣢ䛶る᫬㛫䛜䛒䛳䛯᪉䛜Ⰻ䛔から ᏶඲ඹ⏝ 子世帯 大学生㻘社会人 男性 㻡㻡㻙㻡㻥ṓ

ᖸ΅䛧䛺䛔

10

生ά䛧䛶䛔䛶䛒䜎䜚ᖸ΅䛥䜜䛺䛔䛜㢦は䚸ྜ䜟䛫䛶ヰ䜢䛧䛯䜚䛩
る䚹

᏶඲ඹ⏝ 親世帯 未就学 女性 㻡㻡㻙㻡㻥ṓ

ᖸ΅䛧䛺䛔 16 ᖸ΅䛥䜜䛯く䛺䛔䛧䚸䛧䛯く䛺䛔䚹 ᏶඲ඹ⏝ 子世帯 未就学 男性 㻟㻡㻙㻟㻥ṓ

Ẽ䜢㐵䜟䛺䛔 15 お஫䛔Ẽ䜢䛴か䜟䛪に䛩䜐から ᏶඲分㞳 親世帯 未就学 女性 㻡㻜㻙㻡㻠ṓ

ᖸ΅䛧䛺䛔 22 ᖸ΅䛥䜜䛺䛔⛬ᗘか䛴┠にぢ䛘る⛣ືにᴦ䛺㊥㞳䛜䝧䝇䝖 ᏶඲ඹ⏝ 子世帯 未就学 男性 㻠㻜㻙㻠㻠ṓ

Ẽ䜢㐵䜟䛺䛔 16 ஫䛔にẼ䜢㐵䜟䛺䛔䛷ᬽら䛫る ᏶඲ඹ⏝ 親世帯 小୰高 男性 㻢㻡㻙㻢㻥ṓ

ᵝ子䛜分かる䞉対ᛂ䛷䛝る

11

ᬑẁの生άはู䚻䛷䚸ఱか䛒る᫬は䛩䛠に୍⥴に⾜ື䛜ฟ᮶
る䚹

᏶඲分㞳 親世帯 小୰高 男性 㻢㻡㻙㻢㻥ṓ

世帯ẖの᫬㛫䞉✵㛫䛜ᚲせ 10 ᑡ䛧䛷もプ䝷䜲䝧ー䝖☜ಖ䛧䛯䛔から ᏶඲ඹ⏝ 子世帯 大学生㻘社会人 女性 㻠㻡㻙㻠㻥ṓ

⾜䛝᮶䛧䜔䛩䛔

31

⪁人䛺の䛷䚸ఱか䛒䛳䛯ら䛩䛠に⾜ける㊥㞳䛷ู居䛧䛶䛔る䛣と
䛜ᮃ䜎䛧䛔

㒊分ඹ⏝ 子世帯 小୰高 男性 㻠㻡㻙㻠㻥ṓ

ᖸ΅䛧䛺䛔

12

ఱか䛒䛳䛯᫬にお஫䛔䛩䛠に⾜䛝᮶䛷䛝るけど䚸ᬑẁはู䚻䛷
ᖸ΅䛧䛺䛔㊥㞳ឤ䛜䛔䛔䚹

᏶඲ඹ⏝ 子世帯 未就学 女性 㻟㻡㻙㻟㻥ṓ

㐺ᗘ䛺㊥㞳ឤ

10

同䛨ᩜᆅෆ䛰と㢖⦾に᮶䛭䛖䚹かとゝ䛳䛶㐲䛩䛞るとఱか䛒䛳䛯
と䛝に䛩䛠⾜け䛺䛔䚹㻝㻡分以ෆ䛜୎ᗘⰋ䛔㊥㞳䛰とᛮ䛖䚹

᏶඲ඹ⏝ 子世帯 未就学 女性 㻠㻜㻙㻠㻠ṓ

ঽ૓੶஽分థ
回௦数��ਰ঱のुの॑௷ხپ

回௦数 ௷ხ回௦
௷ხ回௦の回௦঻ര性

ਠ૔の
೜ક形態

家族形態
性別 ফೡ

৭උखञ
કऽः্

同居
（᏶඲ඹ⏝）

同居
（㒊分ඹ⏝）

同居
（᏶඲分㞳）

㞄居

㏆居
（᫬㛫㊥㞳
㻟㻜分以ෆ）

⾲ 6．同居世帯との⌮᝿のศ離ᗘの⌮⏤㸦FAศ㢮ᢤ⢋㸧 

住宅系研究報告会論文集 15　日本建築学会　2020.12

－ 29 －



考えるഴ向があるため、住まいの分離度を高くするሙ合

は、一緒に㐣ࡈす᫬間がとりやすいように工夫するなど

㓄៖が必要である。必要に合わせて住まいの分離度をኚ

᭦できるよう、ྍኚ性のある住宅の工夫も重要である。

水ᘔりや⋞関を必要数☜ಖしておくことも必要だが、ᰕ

のない大空間を☜ಖしておくことで、家ලやリフ࢛ー࣒

によりቨを増設するなど、住まいの分離度をኚ᭦するྍ

⬟性が生まれるだࢁう。᪤存住宅では、ᐊ㓄⨨に合わせ

て占᭷者の㓄⨨をධれ᭰える、間௙ษり家ලを活用する

➼で距離感に合わせて住まいの分離度を調整するなどが

考えられる。 
 ௒後の課題としては、距離感における心理的、生活的

要素とヲ⣽な間ྲྀりとの関係性を᫂らかにすることや、

ᐇ際に同居している親子世帯཮方からみた距離感を把握

することなどがᣲࡆられる。 
  

ㅰㅰ㎡㎡  

ᇳ➹にᙜたりᚚᣦᑟいただきました、ᶓ⏣㝯ྖ教ᤵ（大阪大学 工学研

究科 ᆅ⌫⥲合工学ᑓᨷ）にᚚ♩⏦し上ࡆます。 

注注  

注 1)「住まいの分離度」とは、同居世帯との共用空間の多ᐻを♧してお

り、共用空間の多い㡰に、「᏶඲共用」「㒊分共用」「᏶඲分離」に

分㢮している。「᏶඲共用」では、ᐷᐊ௨እはすべて共用である。「㒊

分共用」では、水ᅇりや⋞関、リビングなど、ྛࠎ占᭷している空

間・設備がある。「᏶඲分離」では、空間・設備をྛࠎの世帯が占

᭷しており、共用㒊分がない（࢕ࢸࢡࢿࢥングドア➼で一㒊⧅がっ

ているものもྵࡴ）。 
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